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研究成果の概要（和文）：日本中世成立期に編纂された真言宗小野流の教義書『覚禅鈔』は、政治史・外交史・
美術史など多分野にわたり情報を含む歴史資料として注目されている。本研究では、『覚禅鈔』を歴史資料とし
て活用するため『大正新修大蔵経』図像部所収『覚禅鈔』のデータベース（年号・書名・図像）を写真帳などに
よる調査・校訂を行いつつ作成し、年号データベース・図像データベースは報告書により公表した。また、デー
タベース活用の結果明らかになった『覚禅鈔』と院政との関係・大和国における『覚禅鈔』の伝来過程に関する
論文を公表した。

研究成果の概要（英文）：The Kakuzensho was written for the establishment period in the Japanese 
Middle Ages. This book wrote down the creed of the Ono-ryu school, the historical facts of the 
political history or history of diplomacy or art history. Therefore the Kakuzensho is attracting 
attention to its historical document. In this research, I revised it with the investigation into the
 Kakuzensho, published a database for the Kakuzensho Chapter of iconography Sects of Taisyo Sihshu 
Daizo-kyo Sutra(the era name, the iconographic Buddhist image name) and effective use of it. As a 
result of having utilized that, I published the article about Cloistered rule and the Kakuzensho and
 how the Kakuzensho was handed down to in Yamato Province.

研究分野： 日本中世史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本中世成立期の宗教史研究において、分
権的な中世国家を支える宗教的イデオロギ
ーの形成過程やその実態を解明するために、
宗教的教義を記した聖教の活用が不可欠で
ある。特に中世成立期に院政を行った上皇(法
皇・院)の宗教政策が反映されているといわれ
る真言宗小野流の聖教『覚禅鈔』は、真言密
教の修法別の百科事典と評される聖教で、宗
教史研究者にとっては基礎的資料であるだ
けでなく、政治史・外交史・美術史に関する
情報を含むことから、当該期の歴史資料とし
ての価値も注目される聖教である。しかし、
『覚禅鈔』の刊本である『大正新脩大蔵経』
（以下『大正蔵』）図像部および『大日本仏
教全書』には錯簡もみられることなどから、
両刊本をそのまま歴史資料として活用する
ことは難しい状況であった。 
 1990 年代から 2000 年代にかけて、『覚禅
鈔』を所蔵する寺院および関係諸機関におけ
る調査が進展し、『覚禅鈔』諸本の調査結果
が公開され（『仏教美術財団上野祈年財団助
成研究会研究報告書 図像蒐成 万徳寺本
覚禅鈔』1994～2000 年・『勧修寺本覚禅鈔影
印本』2000～2003 年など）、この結果『大正
蔵』所収『覚禅鈔』を補完・校訂するための
環境が整備された。 
 以上のような日本中世史研究の研究状況
および研究環境の整備が背景となり、本研究
は着想された。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以下の２点を研究目的とした。
(１)学際的な情報を含む『覚禅鈔』を、分野
横断的に活用できる歴史資料とするため、
『覚禅鈔』諸本の中でも研究者が多用する
『大正蔵』図像部所収『覚禅鈔』の書名・年
号・図像に関するデータベースを作成すると
いう『覚禅鈔』の基礎的研究を行い、中世成
立期の知の構造を支えた知的・人的ネットワ
ークを明らかにすること。 
(２)王権の政治的関与をうけながら成立した
『覚禅鈔』のデータベースの作成過程から得
られた知見および作成したデータベースの
活用によって、国家と宗教の関係が密接にな
る中世成立期の中世的国家像や中世的天皇
像のあり方など、中世社会の宗教的秩序の解
明につなげること。 
 
３．研究の方法 
(１)データベースの作成・公開方法 
 研究代表者がＥｘｃｅｌにて入力済であ
った『大正蔵』図像部所収『覚禅鈔』の書名・
人名・年号データをもとに、研究協力者に依
頼してデータの校正作業を行った。校正作業
にあたって、ＯＣＲによって『大正蔵』のテ
キストデータ化を試みたが、梵字や異体字・
正字などの変換の精度を上げることができ
なかったため、本研究では採用しなかった。
校正作業と並行して、錯簡が疑われるデータ

については、『勧修寺本覚禅鈔影印本』や東
京大学史料編纂所および金沢文庫などにあ
る写真帳による校訂作業を行った。その結果、
検討の必要があるデータが予想以上に多か
ったため、本研究期間内に公表可能な年号デ
ータベースの校訂作業を優先的に進め、最終
年度に報告書にて公表した。 
 また、データベースの校正作業を進める中
で、『覚禅鈔』諸本の特色は図像の比較をす
ることにより確認がしやすいことが明らか
になったため、当初の研究計画に加え『大正
蔵』図像部『覚禅鈔』の図像データベースを
Excel にて作成した。図像データは、図像 No.
が付されている諸仏だけでなく、壇図や字輪
観・三昧耶形なども収録し、これらのデータ
を報告書にて公表した。 
(２)データベースの活用と考察 
 年号データベースの活用の方法として、年
号データのグラフ化を試み『覚禅鈔』の知的
情報の年代別分布を明らかにした。その結果
により、『覚禅鈔』成立期の『覚禅鈔』と院
政の関係および『覚禅鈔』の伝来過程の歴史
的特色について考察し、研究報告および論文
執筆により報告した。 
 
４．研究成果 
(１)年号データベースの公表とその活用 
 『大正蔵』図像部所収『覚禅鈔』の年号デ
ータベースは、「年号データ」(西暦(４桁)・
月（３桁）・日（２桁）の算用数字)・「項目」
（年号データ確定のための年号）・「所見」
（『大正蔵』図像部に記載されている年号）・
「覚禅鈔巻数」・「巻名」・「大正蔵図像部巻
数」・「頁数」・「段」・「備考」を１件としてデ
ータを入力し、昇順に並べ替えて索引形式と
して体裁を整え、「覚禅鈔 年号索引（稿）」
と題して研究成果報告書において公表した。 
当初の予想以上に『大正蔵』の錯簡が多かっ
たため、勧修寺本・西南院本・金沢文庫本な
どの写真帳による校正をできうる限り行っ
た。また、元号と干支がずれている場合には
『日本暦日便覧』などをふまえて検討を行い、
明らかに誤記と判断できる場合には『長秋
記』・『中右記』をはじめとする当該期の貴族
の日記などの関係史料を活用した校訂を行
い、年号データベースとしての精度を高めた。
この結果、本研究が目的とした『覚禅鈔』が
分野横断的に歴史資料として活用される基
礎的環境を整えることができた。 
 また、校訂および写真帳による校正の結果、
『覚禅鈔』全体の特色を提示することが可能
になった。年号データの件数の年別の推移を
確認すると、年号データが 20 件を超える年
は白河院政期後半からで、鳥羽院政期には計
７年と全時代を通じて最も多く、後白河院世
紀には１年にとどまり、白河院政期の後半か
ら鳥羽院政期の間に『覚禅鈔』の年号データ
が集中している状況が確認できた。また、年
号データの巻数の特色をふまえると、当該期
の年号データは院の密教興隆政策を支えた



真言宗小野流の高僧寛信に関わるものが中
心であることが判明した。この傾向は、従来
研究史で指摘されていた白河院政期後半以
降に院の専制化が先鋭化する中で行われた
密教興隆政策、続く鳥羽院政期における密教
聖教等の整理・統合の動きを背景とするもの
と考えられ、本データベースの分析から、『覚
禅鈔』と院政との関係をデータによっても裏
付けることができた。以上の成果を、第 22
回公開シンポジウム「人文科学とデータベー
ス」(2017 年)にて報告し、同報告の内容を論
文として執筆し公表した。 
(２)図像データベース 
 図像データベースは、「大蔵経巻数」・「頁
数」・「段」・「覚禅鈔巻数」・「巻名」・「SAT 頁
数」・「図像 No.」・「所見」・「底本」・「備考」
を１件としてデータを入力し、「覚禅鈔 大
正新脩大蔵経図像表」として研究成果報告書
に掲載し公表した。このうち、「SAT 頁数」は、
当初は掲載していなかったが、本研究の成果
を 2016 年に第 21 回公開シンポジウム「人文
科学とデータベース」(2016 年)にて報告した
ところ、同年に『大正蔵』図像部の図像デー
タが IIIF にて公開されるとの指摘をうけ、
本図像データベースの課題であった『大正
蔵』の図像の取り込み方法を解決する糸口と
して、2016 年に公開された SAT 大正蔵図像
DB の頁数を記載することで解決した。これに
より、本図像データベースと SAT 大正蔵図像
DB を関連づけるための基礎情報を付すこと
ができた。現在 SAT 大正蔵図像 DB では、面
数・臂数・持物・印相・装身具などから諸尊
を検索する機能や、万暦版大蔵経のデジタル
版の公開など、諸検索機能や他のデジタルデ
ータとの関連づけが更新されていることか
ら、本データベースと SAT 大正蔵図像 DB を
関連づけにより、『覚禅鈔』と他聖教との比
較検討がより充実することが予想される。 
 また、この「覚禅鈔 大正新脩大蔵経図像
表」に千光寺本の「巻数」・「巻名」・「所蔵」・
「備考」を併記した「覚禅鈔 大正新脩大蔵
経・千光寺本図像比較表」を作成し、研究成
果報告書に掲載し公表した。千光寺本は『大
正蔵』所収『覚禅鈔』の主な底本である勧修
寺本とは異なる情報を含む本であるため、
『大正蔵』所収『覚禅鈔』と千光寺本本との
比較検討を容易にする本データベースは、
『覚禅鈔』諸本の伝来過程や性格について、
図像を通じて判断するための基礎的なデー
タを提供することが可能になった。 
(３)データベースの作成・活用による考察 
①『覚禅鈔』と天台宗 
 『覚禅鈔』書名データベースを作成する過
程で、真言宗小野流の聖教である『覚禅鈔』
の特定の巻において天台宗関係の聖教が多
用されていることが明らかになった。書名デ
ータベース作成のためには当然のことなが
ら書名を特定する必要があるが、『覚禅鈔』
には書名が明記されているものだけでなく、
「或曰」など書名が明記されていないものも

存在するため、本文の内容から書名を特定す
る作業を行った。その過程で、『覚禅鈔』に
は、天台宗法漫流静然著『行林抄』と類似す
る箇所が多出することが判明した。『覚禅鈔』
には『行林抄』を引用した趣旨が明記されて
いないこと、『覚禅鈔』と『行林抄』は成立
年代が近接していることから、両聖教のこの
ような関係性は、『覚禅鈔』が天台宗の聖教
『行林抄』を底本としただけでなく、『覚禅
鈔』と『行林抄』が同じ底本を利用したと判
断できる可能性を含む。このような両書の関
係は『覚禅鈔』成立の背景にある宗教界の人
的・知的ネットワークの核となった院の関与
を反映していると考えられる。 
 本研究では、書名を特定する困難さから書
名データベースの完成にまでいたらず、『覚
禅鈔』と『行林抄』の関係の全体像を公表で
きなかったが、『覚禅鈔』成立の背景すなわ
ち中世成立期の宗教的秩序の実態解明にせ
まる糸口を明確にすることができた。 
②『覚禅鈔』と南都諸寺院 
 年号データベースの作成にあたり、東京大
学史料編纂所において西南院本『覚禅鈔』の
写真帳による校正を行っていたところ、『覚
禅鈔』と東大寺・興福寺をはじめとする南都
諸寺院の関係を解明することができた。 
西南院本の奥書情報によると、西南院本『覚
禅鈔』は、14世紀はじめに海龍王寺・内山永
久寺智恵光院・田原本寺など南都諸寺院に所
蔵された『覚禅鈔』の書写により成立した。 
 また、16 世紀までには東大寺蓮乗院に所蔵
され、最終的には高野山釈迦文院の龍剛に購
入されることとなった。『覚禅鈔』を所蔵し
たこれらの南都諸寺院は真言または真言律
関係の寺院・院房であること、田原本寺が大
和国の有力名主層や大和武士らにより信
仰・運営されていたから、『覚禅鈔』は真言
宗寺院にかぎらず真言律や真言の行法を行
う東大寺などにも所蔵されたこと、『覚禅鈔』
が鎌倉期の段階で法流の重書としてだけで
なく民間信仰の寺院にも所蔵されたことな
ど、『覚禅鈔』が宗派的・階層的に普及して
いた状況を具体的に確認することができた
ため、この成果を雑誌『古代学』に投稿し公
表した。 
 このように西南院本『覚禅鈔』の奥書から、
南都諸寺院に『覚禅鈔』が伝来したルートを
解明することができたが、東大寺蓮乗院に
『覚禅鈔』が伝来した背景などの解明は課題
として残った。 
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